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県

民

と
き
に
は
早
く
、と
き
に
遅
く
、あ

る
と
き
に
は
、

後
退
さ
え
し
な
が
ら

も
、
明
治
百
年
の
夢
み
を
展
開
し
て

き
た
日
本
。
そ
れ
は
多
く
の
先
人
が

泥
ま
み
れ
、
汗
ま
み
れ
に
な
っ
て
築

き
あ
げ
、
私
た
ち
が
さ
ら
に
平
和
に

繁
栄
す
る
文
化
国
家
へ

と
、
次
の
世

代
に
引
き
継
ぐ
べ
き
祖
国
で
あ
る
。

ひ
る
が
え
っ
て
私
た
ち
の
郷
土
富

山
県
を
み
よ
う
。
越
中
国
か
ら
富
山

県
に
な
っ
た
の
は
明
治
凶
年
。
し
か

し
そ
の
聞
に
は
新
川
県
や
石
川
県
と

な
り
、
越
中
の
政
治
は
殆
ん
ど
加
賀

で
占
め
ら
れ
た
。
そ
こ
か
ら
多
く
の

先
覚
者
が
あ
る
と
き
は
戦
い
、
ま
た

と

県

政

を

富
山
県
知
事

士
口

実

田

あ
る
と
き
は
一
保
と
と
も
に
訴
え
て
創

設
し
た
富
山
県
で
あ
っ
た
。

い
ま
本
県
は
、
北
陸
の
い
や
日
本

海
沿
岸
の
工
業
、
農
業
を
始
め
産

業
、
経
済
、
文
化
の
拠
点
県
た
る
を

期
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
す
な

わ
ち
県
民
の
た
ゆ
ま
な
い
努
力
に
ほ

か
な
ら
ず
、
ま
た
県
の
施
策
は
、
県

剣
御
前
上
空
か
ら
み
た
地
獄
谷
と
室
堂
平
一
帯

結

ぶ

民
す
べ
て
の
理
解
と
努
力
に
負
う
こ

と
を
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
こ
に
、
こ
れ
ま
で
発
行
し
て
き

た
「
県
の
お
知
ら
せ
」
と
「
県
政
の

う
ご
き
」
の
両
広
報
紙
を
廃
刊
し
、

装
い
も
新
た
に
月
刊
誌
「
み
ん
な
の

県
政
」
を
発
行
し
て
県
民
の
皆
さ
ん

と
の
結
び
つ
き
を
さ
ら
に
強
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

読
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
く
、

特
に
写
真
な
ど
を
で
き
る
だ
け
多
く

入
れ
て
、
親
し
み
ゃ
す
く
し
た
つ
も

り
で
あ
る
。
ゆ
く
ゆ
く
は
直
接
県
民

各
位
の
声
を
も
の
せ
て
ゆ
き
た
い
も

の
と
考
え
る
。

お
お
か
た
の
叱
正
と
指
導
が
得
ら

れ
れ
ば
こ
れ
以
上
の
幸
い
は
な
い
。

表
紙
・
立
山
の
信
仰

(歴

表
紙
題
字
富
山
県
知
事

吉

田

実

史
シ
リ
ー
ズ

ω)

両
陛
下
を
迎
え
て

県
土
を
美
し
く
:
:

人
明
治
百
年

V
越

中

か

ら

富

山

へ
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こ
の
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に
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を

ル
ン
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国
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技
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存
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パ
ブ
リ

ッ
ク
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ケ

ー
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マ

被

爆
者
の
方
が
た
へ

マ

冬
山
遭
難
を
防
ご
う

マ

第

八
回
総
合
デ
ザ
イ
ン
展

富
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文
化
財

ω
西
岩
瀬
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け
や
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j
i
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八
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ら
ん
ち

ゃ
で
は
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さ
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ま
せ
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V

家

を

建

て

る

前

に

・

あ
な
た
の
コ

ー
ナ
ー
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と
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その昔、立山は神が支配する山と され去、b

それは万葉集にみる ことができる。大伴家持

もく立山に降りおける雪を常夏に見れどもあ

かず神からならし〉とよんでいる。平安時代
あ り わ か

に、佐伯有若(諮興上人〉によって閉山され

てからは，神の性格の上に著しく仏教的な色

彩を加えて くる。今昔物語の中の立山説話に
「昔より彼の山に地獄ありとし、し、伝へたり」

とあり 、ま・た、 「日本国中の多くの亡霊が、

立山の地獄におちる」 と、地獄谷の記録を見
こんζ 号

出す。このように立山は、神仏混請の特色あ

る信仰を形成してきたの立山信仰は、立山山

麓の告訴寺や岩断寺の信仰衆徒たちによる集
まんだら

落の形成と、全国各地へ立山受陀羅をになっ

ての布教によっ宅堂盛をきわめた。しかし明

治に入って神仏分離により 、仏教的色彩が払

われるところとなる。 r立山の信仰」それは g

永い聞の史実にみることができるが、今もな {

おある意味での信仰の山といえるであろう。 ~

せ
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・
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企
業
の
繁
栄

ω
共
同
化
で
近
代
的
経
営
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の
人
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大
正
元
年
に

植
樹
行
事
の
歴
史
は
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
こ
ん
に
ち
ま
で
に
い
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
大
正
元

年
に

H
H

植
林
の
日
d

を
設
け
て
植
林

運
動
を
始
め
た
の
が
行
事
の
最
初
で

あ
る
。
そ
の
後
、
大
正
末
期
か
ら
昭

和
印
年
ま
で
、
全
国
各
地
で

か
愛
林

植
栽
の
日
d

H

H

植
樹
日
d

h

H

記
念
植

栽
日
H
H

H

H

愛
林
デ
l

d

を
設
け
て
植

林
が
行
な
わ
れ
た
。
規
模
の
大
き
な

グ植
栽
の
目
。

も
の
と
し
て
は
、
全
九
州
愛
林
デ
ー

に
お
い
て
植
林
が
盛
大
に
行
な
わ

れ
た
。
昭
和
初
年
、
引
年
は
、
人
手

不
足
、
物
資
不
足
等
の
悪
条
件
の
た

め
中
止
と
な
っ
た
。

辺
年
に
は
再
び

大
日
本
山
林
会
、
興
林
会
、
日
本
林

業
会
、
そ
の
他
3
団
休
が
会
員
と
な

り
、
徳
川
宗
敬
氏
(
現
国
土
緑
化
推

進
委
員
会
理
事
長
〉
を
会
長
と
し
て

「
森
林
愛
護
連
盟
」
が
結
成
さ
れ

た
。
そ
し
て
同
年

4
月
4
日
東
京
都

南
多
摩
郡
に
あ
っ
た
当
時
の
帝
室
林

野
局
林
業
試
験
場
に
東
宮
殿
下
の
ご

臨
席
を
得
て
、
愛
林
行
事
と
し
て
の

記
念
植
樹
が
行
な
わ
れ
た
。

お
手
植
は
本
県
が
最
初

翌
お
年
同
連
盟
主
催
に
よ
り
東
京

都
青
梅
市
の
永
山
公
園
明
神
平
で
、

初
め
て
天
阜
、
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨

席
の
も
と
に
記
念
行
事
が
挙
行
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
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鳥取県での植樹祭でお手植にな

る天皇陛下

国土を美しくし、災害を防ぎ、そして国

の繁栄をもたらすねらいで行なわれてきた

植樹祭は、20回を迎える明年、本県で開催

することになった。

これを機会に、遅れているといわれる本

県の 「造林」に対して深い理解と認識をも

ち、国土を緑で埋めよう。

つ
い
で
凶
年
に
は
、
箱
根
仙
石
原

に
お
い
て
、
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
得

て
記
念
植
樹
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ

よ
り
さ
き
、
昭
和
辺
年
日
月
、
天
皇

陛
下
が
民
情
視
察
の
た
め
本
県
ご
巡

幸
の
際
、
婦
負
郡
細
入
村
に
当
時
設

け
ら
れ
て
い
た
海
外
引
揚
者
県
営
織

原
寮
を
ご
慰
問
に
な
り
、
近
く
の
山

(
笹
津
平
割
地
内
)
に

3
木
の
「
タ

テ
ヤ
マ
ス
ギ
」
を
お
手
植
え
に
な
っ

た
。
こ
れ
が
天
皇
陛
下
お
手
舶
の
此

初
で
あ
る
。

昭
和
初
年
に
衆
参
両
議
院
で
「
国

土
緑
化
推
進
に
関
す
る
決
議
」
が
さ

れ
、
昭
和
お
年
に
は

「
国
土
緑
化
推

進
委
員
会
」
が
、
各
界
の
賛
同
を
得

て
発
見
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
を
機
に
、
開
催
県
と
国
土
緑

化
推
進
委
員
会
が
共
催
し
、
天
皇
、

皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
得
て

か
植

樹
行
事
並
び
に
国
土
緑

化

大

会
d

(
植
樹
祭
)
が
挙
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

植
樹
祭
の
あ
ゆ
み

- 3ー

こ
の
よ
う
に
植
樹
祭
行
事
は
大
正

元
年
か
ら
日
年
余
に
至
り
、
年
々
盛

ん
と
な
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
お
年
に

第

l
回
植
樹
祭
が
山
梨
県
で
開
催
さ

れ
て
以
後
、
毎
年
各
県
で
の
主
要
行

事
と
な
っ
た
。

明
年
の
春
に
は
、
い
よ
い
よ
記
念

す
べ
き
第
羽
田
の
植
樹
祭
が
本
県
で

行
な
わ
れ
る
。
こ
れ
を
機
会
に
植
林

事
業
を
ま
す
ま
す
発
展
さ
せ
、
緑
の

県
土
を
築
き
あ
げ
た
い
も
の
。

第
羽
田
植
樹
祭
の
あ
ら
ま
し

次
に
明
年
の
植
樹
祭
の
大
要
を
紹

介
し
よ
う
。
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場
所
は
、
右
図
に
あ
る
よ
う
に
、

県
道
富
山
i
砺
波
線
(
俗
称
音
川

ち
ん
じ
よ
う

線
〉
の
沿
線
、
砺
波
市
頼
成
山
地
内

で
約
6
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
会
場
。

現
在
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
立
円
高
く
、

急
ピ
ッ
チ
で
会
場
造
り
を
行
な
っ
て

い
る
。当

日
は
、
会
場
に
天
皇
、
皇
后
両

陛
下
の
ご
臨
席
を
始
め
と
し
て
、
国

土
緑
化
推
進
委
員
会
会
長
(
衆
議
院

議
長
)
、
農
林
、
文
部
大
臣
、
国
会

議
員
、
各
県
知
事
、
議
長
等
の
県
外

招
待
者
約
3
干
名
、
県
内
の
市
町
村

長
、
議
長
、
各
種
団
体
長
や
林
業
関

係
者
等
約
8
千
名
、
そ
の
他
大
会
運

営
の
た
め
の
奉
仕
者

約
2
千
名
、
計

1
万

3
千
名
の
参
会
者
を

見
込
ん
で
い
る
。

輸
送
に
は
、
パ
ス

約
2
0
0
台
、
ハ
イ

ヤ
ー
約
2
5
0
台
を

あ
て
る
予
定
で
あ

る。

な
お
、
当
日
は
、
両
陛
下
は
県
木
川

「
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
」
そ
の
他
「
マ
ス
川

ヤ
マ
ス
ギ
」
「
ボ
カ
ス
ギ
」
を
そ
れ
川

ぞ
れ
一
本
あ
て
お
手
植
え
に
な
る
。

参
会
者
に
も
記
念
の
植
樹
を
し
て
い

川

た

だ

く

こ

と

に

し

て

い

る

。

ー

ま
た
、
両
陛
下
に
は
、
植
樹
祭
後
、

立
山
町
吉
峰
の
県
林
業
試
験
場
で
川

「
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
」
の
種
子
を
お
手

川

播
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ー

タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
な
ど
お
手
植

勤
王
か
佐
幕
か
迷
う
加
賀
藩

越
中
は
加
賀
に
右
な
ら
え

そ
の
頃
は
も
ち
ろ
ん
富
山
県
で
は

な
く
、
わ
が
郷
土
は
す
べ
て
越
中
国

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
婦
負
郡
全
体

(1
8
0
カ
村
)
と
上
新
川
郡
の
一

部
(
刀
カ
村
)
の
み
が
富
山
藩
の
領

土
で
、
他
は
す
べ
て
加
賀
藩
の
も
の

で
あ
っ
た
。
富
山
藩
は
、
本
家
で
あ

る
加
賀
藩
の
や
り
方
に
す
べ
て
右
な

ら
え
し
て
い
た
の
で
、
明
治
維
新
の

際
の
越
中
の
動
向
と
い
っ
て
も
、
加

賀
藩
の
動
向
が
そ
の
ま
ま
越
巾
の
動

向
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

幕
府
は
倒
れ
な
い
?

さ
て
、
加
賀
藩
は
わ
が
国
で
の
大

藩
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
維
持
温
存

す
る
た
め
に
、
歴
代
藩
主
も
、
家
臣

も
、
幕
府
の
ご
き
げ
ん
を
う
か
が

い
、
幕
府
に
に
ら
ま
れ
な
い
よ
う
に

さ
ま
ざ
ま
な
苦
心
を
は
ら
っ
て
、
長

州
、
阪
摩
、
土
佐
、
水
戸
に
勤
王
党

が
活
発
に
動
い
て
も
、
加
賀
藩
で
は

事
な
か
れ
主
義
、
日
和
見
主
義
を
と

り
、
全
体
と
し
て
は
佐
幕
に
傾
い
て

い
た
。
そ
れ
に
は
藩
主
斉
泰
の
夫
人

が
将
軍
家
斉
の
姫
で
あ
っ
た
こ
と
も

一
因
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
に
お
い

て
は
、
二
百
数
十
年
に
わ
た
っ
て
続

い
た
徳
川
幕
府
が
倒
れ
て
、
天
皇
政

府
が
で
き
よ
う
と
は
、

一
部
の
先
覚

年百:.1.>. 
tロ--明

必 必ム(1)
富山県は、もと越中国とよばれた地域であるG 今年

は明治百年にあたるが、百年前の越ニド国が富山県に変

っていった当時をふり返ってみよう。

者
を
の
ぞ
い
て
は
、

一
般
人
士
に
は

夢
に
も
思
わ
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た

か
ら
、
加
賀
藩
が
佐
幕
的
で
あ
っ
た

の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。

慶
寧
と
勤
王
党

も
っ
と
も
、
例
外
は
あ

っ
た
。
藩

主
斉
泰
の
世
子
H

鹿
寧
お
よ
び
少
数

の
勤
王
党
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し

そ
れ
は
微
々
た
る
勢
力
で
、
と
う
て

い
濯
の
大
勢
を
動
か
す
=
」
と
は
で
き

な
か
っ
た
。

慶
寧
は
も
と
よ
り
勤
王
の
志
あ
つ

く
、
文
久
3
年
(
明
治
元
年
よ
り

5

年
前
、
以
下
同
様
)
6
月
、
江
戸
に

上
っ
て
非
政
に
参
与
せ
よ
と
い
う
革

命
を
拒
み
、朝
廷
の
命
を
奉
じ
、宮
廷

を
守
護
し
よ
う
と
し
て
手
兵
を
ひ
き

い
て
上
京
し
た
。
慶
寧
は
長
州
に
好

意
を
も
ち
、
当
時
苦
境
に
あ
っ
た
長

州
の
た
め
に
一
肌
ぬ
い
で
、
尊
王
壊

夷
派
と
公
武
合
体
派
と
の
調
整
に
つ

と
め
た
。
し
か
し
そ
の
効
な
く
蛤
御

門
の
変
と
な
り
、
長
州
は
大
敗
北
し

(植樹祭事務室〉

山伊

仲

リ

一

な
に
ご
と
も
、
ス
タ

d
1
↓1
一
l
ト
が
大
切
。
造
林
の

i

、
ス

一
ス
タ
ー
ト
は
植
え
付
け

い
、
主
回
一

で
あ
る
。
山
を
生
か
す

よ

f
τ殺

す
も
植
え
付
け
の

1
1
1
1
1」
適
否
に
よ
っ
て
き
ま

る
。
そ
の
た
め
に
も
事
前
に
山
を
十

分
調
べ

、
よ
い
植
え
付
け
を
し
よ
う
。

-

環

境

(
海
抜
、
方
位
、
傾
斜

な
ど
)

2

土
壌
と
基
盤
(
深
さ
、土
性
、

水
分
状
態
、
堅
さ
)

3

気
象
(
風
の
方
向
、
気
温
、

降
水
量
、
積
雪
量
な
ど
〉

こ
う
し
た
こ
と
を
考
慮
し
て
、
そ

の
山
に
適
す
る
樹
種
、
品
種
を
選
定

し
て
植
え
よ
う
。

m月
中
、
下
旬
が
最
適

春
植
え
、
梅
雨
植
え
、
秋
植
え
が

あ
る
が
、
本
県
で
は
秋
植
え
が
8
割

を
占
め
る
。

秋
植
え
の
特
徴
は
、
年
内
に
苗
木

の
根
が
活
着
し
て
、
翌
春
す
ぐ
に
の

び
だ
す
と
こ
ろ
に
よ
さ
が
あ
る
わ
け

で
あ
る
。
植
え
付
け
が
遅
れ
る
と
、

春
先
の
雪
に
よ
る
恨
ぬ
け
な
ど
か
ら

枯
れ
が
生
ず
る
の
で
、
適
期

に
て
い
ね
い
に
植
え
よ
う
。

本
県
で
は
「
ス
ギ
」
が
主

だ
が
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り

の
本
数
は

タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ

2
千
5
0
0

J
3
千
本

l
千
5
0
0
J

2
千
5
0
0
本

3
千
5
0
0

J
6
千
本

今年の秋田県での植樹祭風景

ボ
カ
ス
ギ

ア
カ
マ
ツ

! ~，_) 

た
。
こ
の
時
慶
寧
は
事
件
の
渦
中
に

入
る
こ
と
を
避
け
て
近
江
国
に
退
い

て
い
た
が
、
こ
の
行
動
は
反
幕
府
的

で
あ
る
と
て
責
め
ら
れ
、
慶
寧
は
謹

慎
を
命
ぜ
ら
れ
、
彼
に
従
っ
た
勤
王

派
諸
士
は
こ
と
ご
と
ご
と
く
処
刑
さ

れ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
加
賀
藩
の
わ

ず
か
の
勤
王
党
は
一
掃
さ
れ
、
藩
論

は
佐
幕
一
辺
倒
と
な

っ
た
。

汚
名
ば
ん
回
の
チ
ャ
ン
ス

つ
‘
、
つ
い
て
幕
府
は
第
一
回
の
長
州

征
伐
を
お
こ
し
た
が
、
加
賀
藩
は
汚

名
ば
ん
回
の
チ
ャ
ン
ス
と
ば
か
り
に

幕
府
に
従
軍
を
願
い
出
て
、

4
千
人

の
大
部
隊
を
広
島
に
向
け
て
出
征
さ

り

-

7

r

1

2

千
l

p
f
-
2

2
千
5
0
0
本

そ
の
他
の
品
種
は

2
千
J

3
千
本

く
ら
い
が
無
難
。
(
ク
リ
、
キ
リ
、

ポ
プ
ラ
等
は
別
)

曇
っ
た
無
風
の
日
を
選
ぶ

O
植
え
付
け
の
注
意

ー、

大
き
い
穴

(ω
×

ω諺
)
を
あ

け
て
、
て
い
ね
い
に
植
え
る
。

2
、
苗
木
は
、
移
動
で
弱
っ
て
い
る

か
ら
、
仮
植
え
し
て
元
気
に
な
っ

て
か
ら
山
に
植
え
る
。

3
、
曇
っ
た
無
風
の
日
、
降
雨
直
前

に
植
え
つ
け
、
そ
の
後
根
元
を
よ

く
踏
ん
で
お
く
。

4
、
乾
燥
し
や
す
い
所
、
強
風
の
あ

た
る
所
は
深
め
に
、
粘
土
質
、
排

水
の
思
い
と
こ
ろ
は
浅
植
え
に
し

た
ほ
う
が
よ
い
。

以
上
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
一
本

一
本
て
い
ね
い
に
枯
れ
な
い
よ
う
に

植
え
付
け
よ
う
。
(
林
政
課
〉

O
第
却
回
全
国
植
樹
祭
緑
化
標
語

入
選
第
一

位

植
樹
祭
、
我
が
家
も
参
加

こ
の

一
本

明

純

治

-4-

新
淡
い
市
立
町

せ
た
。
や
が
て
長
州
は
戦
火
を
ま
じ

え
ず
に
降
伏
し
、
加
賀
落
部
隊
も
ひ

き
あ
げ
た
。
慶
応
元
年
(3
年
前
)4

月
、
慶
寧
は
や
っ
と
罪
を
許
さ
れ
、

翌
2
年

(2
年
前
〉

4
月
に
は
藩
主

斉
泰
が
隠
居
し
、
慶
寧
が
第
凶
代
藩

主
と
な
っ
た
。

度
応
4
年
(
明
治
元
年
)
1
月
、

京
都
は
風
雲
急
を
告
げ
、
幕
府
は
加

賀
藩
に
山
兵
を
命
じ
た
。
鹿
寧
は
直

ち
に
こ
れ
に
応
じ
、
藩
兵
を
上
京
さ

せ
た
。
慶
寧
の
志
は
も
と
よ
り
勤
王

に
あ
っ
た
が
、
倒
幕
は
欲
す
る
と
こ

ろ
で
な
く
、
薩
長
が
幼
帝
を
擁
し
て

ほ
し
い
ま
ま
な
る
行
動
に
出
る
こ
と

を
に
く
ん
だ
の
で
あ
る
。

- 5-

忠
義
の
誓
書
も
不
発
H

薩
長
の
冷
遇

日
和
見
主
義
た
た
る

し
か
し
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
に
お
い

て
幕
府
側
が
大
敗
し
、
天
下
の
大
勢

は
決
し
た
。
錦
旗
を
奉
じ
た
一防
長
政

府
に
は
も
う
抵
抗
で
き
な
い
。
慶
寧

は
直
ち
に
軍
隊
を
ひ
き
も
ど
し
、
前

非
を
悔
い
、

「
こ
れ
よ
り
朝
廷
の
た

め
に
粉
骨
砕
身
し
て
忠
義
を
つ
く
さ

ん
」
と
の
誓
書
を
た
て
ま
つ
っ
た
。

そ
の
後
は
薩
長
政
府
の
指
令
の
ま

ま
に
、
越
後
長
岡
戦
争
、
会
津
戦
争

に
大
軍
を
送
り
、
名
誉
ば
ん
回
に
け

ん
め
い
に
戦
っ
た
。
し
か
し
幾
度
か

の
変
節
が
た
た
っ
て
、
維
新
後
の
加

賀
藩
の
人
士
は
冷
遇
さ
れ
、
日
の
あ

た
る
場
所
に
登
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

富
山
県
の
誕
生
は
明
治
凶
年
で
あ

る
が
、
そ
の
以
前
に
、
封
建
社
会
が

崩
壊
し
て
近
代
社
会
が
生
れ
る
た
め

に
、
こ
の
よ
う
な
混
迷
と
苦
悩
が
く

り
か
え
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

次
号
に
つ
づ
く
。

(
県
史
編
さ
ん
室
)



みんなの県政

こ
の
子
ら
に
善
意
を

みんなの県政

親

の

愛

郷

里

の

寺

を

開

放

場
者
j
jdE

「
は
い
、
終
戦
後

核
お
繋
P

‘.. 長
私

は
、
上
野
駅
の
地

機

為

姐

糊
下
で
戦
災
孤
児
の
姿

守もふ…
J
it

一L
齢
E
・
ゅ

1
2
a冒
・

紅
に
大
変
な
シ
ョ
ッ
ク

清
河
川
げ
は
園田

を
受
け
、
こ
の
世
か

ら
一
人
で
も
こ
の
か
わ
い
そ
う
な
子
ど
も
た
ち

を
助
け
ら
れ
な
い
も
の
か
と
思
い
た
ち
、
尼
僧

団
を
結
成
し
て
郷
里
の
お
寺
を
臨
時
的
に
開
放

し
て
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
を
収
容
し
た
の
が
始

ま
り
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
る
ル
ン
ビ
ニ
園
長

谷
口
節
道
さ
ん
。

育
て
た
甲
斐
が
あ
っ
て

谷
μ
さ
ん
は
更
に
訴
を
つ
い
で
、

「
昭
和
辺

年
に
開
園
し
て
以
来
、
戦
災
孤
児
、
引
揚
孤

児
、
捨
児
な
ど

3
0
0人
を
立
派
に
育
て
あ
げ

あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー

一

-pv知
ろ
う

を

求

て

め

ま
し
た
。
巾
に
は
大
学
を
出
て
第
一
線
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
に
な
っ
て
い
る
も
の
や
結
婚
し
て
平
和

な
家
庭
を
築
い
て
い
る
も
の
な
ど
、
本
当
に
よ

く
成
長
し
て
く
れ
た
も
の
だ
と
喜
ん
で
い
ま

す

」

そ

し

て

「
昔
も
み
f

も
子
ど
も
を
思
わ
な
い
親
は
な
い
だ

ろ
う
し
、
わ
が
子
の
た
め
に
は
す
べ
て
を
犠
牲

に
す
る
の
が
人
の
親
で
あ
る
と
同
時
に
、
子
ど

も
は
親
の
愛
を
期
待
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
親
の
愛
を
知
ら
な
い
子
ど
も
が
沢
山

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
し
て
も
納
得
で
き

な
い
。
こ
の
よ
う
な
施
設
が
な
く
て
も
よ
い
社

会
に
な
ら
な
け
れ
ば
と
願
い
な
が
ら
も
、
現
実

は
ま
だ
ま
だ
不
幸
な
子
ど
も
が
多
い
。
私
は
明

る
い
社
会
に
な
る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
、
こ
の

不
幸
な
子
ど
も
た
ち
を
立
派
に
育
て
て
い
く
こ

と
が
使
命
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
。

あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー

確
か
め
よ
う

一
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こ
ん
な
場
合
は
、
ど
と
う
し
た
ら
?
?
.
こ
れ
は
何
と
か
な
ら
な
い
か
.:;.: 
• 

こ
の
。
べ
へ
l
ジ
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
質
問
に
お
答
》
え
え
す
る
「
あ
な
た

の
コ
|
ナ
l
」
で
す
O

、
ど
ど
ん
な
こ
と
で
も
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下

支
」
い
O

あ
て
先
は

富
山
市
新
総
曲
輸

1
の
7

富
山
県
庁
相
談
{
室
耳
至
半
O
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お
困
り
の
様
子
、
元
気
を
だ
し
て
下
さ
い
。

社
会
保
険
に
加
入
し
て
お
ら
れ
れ
ば
手
術
入
院

等
の
総
医
療
費
に
対
し
て
、
健
康
保
険
で

5

割
、
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
で
は
7
割
が
負
担

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
残
り
の
自
己
負
担
に
つ
い

て
は
、

「
世
帯
更
生
資
金
(
療
養
資
金
)
貸
付

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
貸
付
限
度
額
印
万
円
、

据
置
期
間
6
カ
月
以
内
、
償
還
期
限
据
置
期
間

経
過
後
5
年
以
内
。
た
だ
し
、
特
別
の
場
合
は

貸
付
限
度
額
日
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
利
子

は
年
3
分
。
申
込
方
法
は
お
近
く
の
民
生
委
員

に
相
談
の
う
え
役
場
を
と
お
し
て
社
会
福
祉
事

務
所
に
書
類
を
提
出
し
て
下
さ
い
。
一
日
も
早

い
息
子
さ
ん
の
全
快
を
祈
り
ま
す
。

な
お
こ
う
し
た
ケ
l
ス
で
日
才
未
満
の
子
供

の
先
天
性
内
臓
疾
患
(
心
臓
病
を
含
む
)
の
場

合
は
、
社
会
保
険
分
の
控
除
し
た
残
り
を
県
が

負
担
し
ま
す
。
こ
れ
は
育
成
医
療
の
形
で
支
給

さ
れ
る
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
保
護
者
の
所
得

額
に
応
じ
て
自
己
負
担
額
が
あ
り
ま
す
。

畜
産
の
公
害
問
題
に
は
国
も
県
も
頭
を
悩
ま

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
第
一
に
考
え
ら
れ
る

対
策
は
、
畜
産
関
係
事
業
体
と
住
宅
を
分
離
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
県
で
は
農
地
の
転
用

な
ど
各
種
法
的
惜
置
か
ら
事
前
に
指
導
し
て
い

あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー

ミ
ミ
ミ
ミ
議

S
S
S蕊

あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー

ま
す
が
、

一
度
に
と
い
う
わ
け
に
は
な
か
な
か

ま
い
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
.
こ
指
摘
の
鶏
糞
に
よ

る
思
臭
に
つ
い
て
は
、
そ
の
乾
燥
時
の
脱
臭
方

法
の
研
究
は
着
着
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
う

ち
で
既
に
開
発
さ
れ
た
仰
に
優
秀
な
脱
臭
施
設

を
設
置
す
る
よ
う
、
県
は
も
ち
ろ
ん
関
係
機
関

で
も
関
係
業
者
に
働
き
か
け
て
、
防
臭
対
策
に

と
り
組
ん
で
い
ま
す
。

な
お
、
県
で
は
脱
臭
施
設
の
設
置
を
促
進
す

る
た
め
に
、
農
業
近
代
化
資
金
や
中
小
企
業
公

害
防
止
施
設
整
備
資
金
の
融
資
制
度
に
よ
り
、

融
資
の
あ

っ
旋
を
し
て
お
り
ま
す
。

あ
な
た
の
お
近
く
の
養
鶏
家
も
、
悪
臭
の
で

な
い
よ
う
に
燃
命
の
努
力
を
し
て
い
る
こ
と
と

は
思
い
ま
す
が
、
日
木
人
の
食
生
活
に
欠
か
し

て
は
な
ら
な
く
な
っ

た
苅
卵
、
鶏
肉
の
こ
と
、

こ
こ
に
も
無
責
任
時
代

「
い
ま
、
ル
ン
ビ
ニ
困
の
入
園
児
の
傾
向
を

見
る
と
グ
離
婚
に
よ
り
養
育
不
能
d

と
か
か
父

母
の
い
ず
れ
か
が
死
亡
d

あ
る
い
は
か
父
や
舟

が
ゆ
く
え
不
明
d

と
い
う
よ
う
に
、
両
親
の
ど

ち
ら
か
が
い
な
く
て
入
園
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
い
わ
ゆ
る
孤
児
と
い

J 

わ
れ
る
も
の
は
わ
ず
か
印
軒
に
す
ぎ
な
い
。
な

お
現
在
の
ル
ン
ビ
ニ
園
は
県
内
が
汚
名
、
東
京

か
ら
お
名
で
計
1
0
0
名
を
収
容
し
て
い
る
。

ま
た
保
母
さ
ん
の
中
に
は
、
戦
火
の
中
の
戦
災

孤
児
を
収
容
、
養
育
す
る
た
め
に
、
ベ
ト
ナ
ム

か
ら
一
人
の
尼
僧
が
勉
強
に
き
て
い
る
が
、
本

当
に
悲
し
い
こ
と
の
一
つ
で
す
」
と

二
一日
一
言

さ
と
す
よ
う
に
語

っ
て
く
れ
る
作
μ
さ
ん
。
慈

母
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
の
人
。
こ
こ
に
収

容
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
幸
せ
だ
と
さ
え

感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

- 6ー

さ
し
の
べ
よ
う
暖
か
い
手
を

衣類や菓子を持って慰問した上市町婦人会

「
わ
あ
グ

慰
問
団
だ
」
と
突
然
訪
れ
た
婦

人
会
の
人
た
ち
に
飛
び
つ
い
て
い
く
子
ど
も
た

ち
の
戸
に
谷
口
さ
ん
は
、

「
子
ど
も
た
ち
が
一

番
喜
ぶ
一
瞬
で
す
よ
」
と
嬉
し
そ
う
に
子
ど
も

た
ち
の
手
を
引
き
な
が
ら
玄
関
へ
。
そ
の
後
姿

は
耗
母
観
世
音
菩
陸
に
似
た
神
々
し
き
さ
え
感

じ
さ
せ
ら
れ
た
。

そ
し
て
ま
た
、

か
何
と
か
な
ら
な
い
の
か
こ

の
世
の
中
d

と
強
く
叫
び
た
い
気
持
ち
に
か
ら

れ
た
の
だ
っ
た
。

ご
不
満
で
は
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
い
ま
し
ば
ら

く
内
川
を
与
え
て
や

っ
て
下
さ
い
。
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川崎庄太郎

永井寿美子

山田 祐義

正

宗平

片岸

小幡

市場

生産者

消費者

指導者

司会

本県では，気象的，地形的条件から冬期間の
野菜はどうしても貯蔵とか，移入に頼らねば

ならない。 ところが，消費生活の向上や団地
化， 家の建て方，家族構成の少数化などから，

やむなく必要のつど購入するといった現象が
多いので，いよいよ野菜が不足してきてあわ

てるということがみられる。そこで今回は関
係のみなさんに集まっていただき，現状と今
後の対策について話し合っていただし、た。

会写
71三野越冬

富山県の産業

座談会

約
栽
培
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
将
来
、
団
地
形
成

の
施
策
の
中
で
で
き
れ
ば
、
価
格
の
面
か
ら
も

お
互
い
に
良
い
と
考
え
ま
す
が
:
:
:。

貯
蔵
で
家
計
を
う
ま
く

司
会

福
光

の
青
果
物
小

売
協
同
組
合

で
は
、
冷
凍

貯
蔵
庫
を
持

っ
て
計
画
貯

蔵
を
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
冬
季
間
だ
け
で
な
く
年
間
の
需
要
供
給
に
も

大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
。

山
田

国
で
も
コ
ー
ル
ド

・
チ
ェ
ー
ン

の
方
式

を
す
す
め
て
い
ま
す
が
、
莫
大
な
費
用
が
か
か

る
ん
で
す
。
私
ど
も
責
任
の
が
れ
で
は
な
い
ん

で
す
が
、
や
は
り
家
庭
で
簡
易
な
貯
蔵
を
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
お
互
い
に
助
か
る
わ
け
で
す
。

白
菜
、
ネ
ギ
は
新
聞
紙
で
巻
い
て
も
か
な
り
日

持
ち
し
ま
す
か
ら
・
・
・・・
・。

腐
っ
た
り
し
な
び
た
り
す
る
か
ら

会司

将

軍

炎三

mu
rが
移

入

に

頼

る

司
会

本
県
の
野
菜
の
市
場
流
通
量
は
年
間

5

万
5
千
ト

ン
で
す
が
、
う
ち
臼
軒
は
県
外
か
ら

買
っ
て
い
ま
す
。
特
に
冬
期
間
は
出
荷
が
で
き

ず
、
需
要
量
の

mrま
で
移
入
に
頼
っ
て
い
ま

す。
雪
国
で
は
、
昔
か
ら
秋
に
穫
れ
た
野
菜
を
貯

蔵
す
る
習
慣
が
あ
る
の
で
す
が
、
最
近
だ
ん
だ

ん
行
な
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
貯
蔵
は
需
給
調
整
、
価
格
対
策
の
上
か

ら
も
大
切
な
こ
と
で
す
の
で
、
き
ょ
う
は
冬
期

間
の
野
菜
を
め
ぐ
っ
て
お
話
し
願
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
、
市
場
側
か
ら
見
た
冬
季
野
菜

の
需
給
状
況
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

山
田

県
内

の

キ

ャ

ベ

ツ
、白
菜
は
、

県
外
に
も
出

し
ま
す
が
、

全
体
的
に
は

消
費
県
な
の
で
、
県
外
移
入
を
計
画
的
に
行
な

う
の
が
私
達
の
仕
事
で
す
。
三
八
豪
雪
の
よ
う

な

状

態

に

な

る

と
市
場
側
で
も
限
ら
れ
た
人

員
、輸
送
力
で
は
対
処
で
き
な
い
。
根
菜
類
や
、

白
菜
な
ど
は
一
部
た
く
わ
え
ま
す
が
、
や
は
り

場
所
や
期
間
に
限
度
が
あ
る
し
、
ホ

ウ
レ
ン

草
、
ナ
ッ
パ
の
よ
う
な
も
の
は
貯
蔵
が
う
ま
く

い
か
な
い
。
で
す
か
ら
雪
が
降
っ
て
計
画
が
狂

う
と
価
格
に
大
き
な
影
響
が
で
る
。
そ
こ
で
消

費
者
貯
蔵
に
協
力
願
え
た
ら
と
:
・
。

団
地
の
指
定
や
ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ

ル
で
栽
培
も

山田さん

永
井

白
菜
な
ど
は
多
少
な
さ
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
ほ
か
の
野
菜
に
な
る
と
最
近
は

世
帯
が
小
人
数
に
な
っ
て
共
稼
ぎ
が
多
い
。
そ

こ
で
た
く
わ
え
て
お
い
て
腐
っ
た
り
、
し
な
ぴ

た
り
さ
せ
て
し
ま
う
の
な
ら
、
必
要
な
だ
け
買

っ
た
方
が
得
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

す
。
そ
の
方
が
新
鮮
で
味
も
よ
い
と
い
う
わ
け

で
す
。
ま
た
、
貯
蔵
の
た
め
の
砂
な
ど
が
こ
の

頃
で
は
容
易
に
入
手
出
来
ま
せ
ん
。
ど
う
で
し

ょ
う
か
、
呉
羽
山
あ
た
り
の
横
を
ぶ
ち
抜
い
て

大
貯
蔵
穴
を
お
造
り
に
な
っ
た
ら
。
(
笑
い
)

川
崎

野
菜
の
お
い
し
い
の
は
秋
冬
で
す
ね
。

県
外
物
は
気
候
風
土
が
違
う
か
ら
味
も
落
ち
ま

す
。
貯
蔵
す
る
よ
り
買
っ
た
方
が
良
い
と
い
う

の
も
わ
か
り
ま
す
が
、
も
う
す
こ
し
生
産
者
の

立
場
を
消
費
者
が
考
え
て
も
ら
う
と
、
も

っ
と

冬
季
間
の
出
荷
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
・・・
。

一
晩
で
値
段
が
上
る

永
井

晩
に

雪
が
降
る
と

翌
朝
、
品
質

が
変
わ
ら
な

い
の
に
と
た

ん
に
値
段
が

書
き
替
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
寒
い
晩
に
鍋

料
理
を
囲
む
と
き
、
主
婦
は
値
段
の
こ
と
を
思

う
と
、
し
な
び
た
ネ
ギ
で
も
急
に
お
い
し
く
な

る
(
笑
い
)
。
ど
こ
に
原
因
が
あ
る
ん
で
し
ょ

う。

八
百
屋
さ
ん
も
も
っ
と
良
心
的
で
あ
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

山
田

最
近
は
そ
う
い
う
不
心
得
な
者
は
い
な

と
思
い
ま
す
。
あ
ち
こ
ち
に
セ
ン
タ
ー
も
で
き

て
勉
強
し
て
い
ま
す
し
ね
。

永
井

私
の
町
内
錦
戸
の
う
ち
、
家
族

7
人
以

上
の
家
庭
は

8
戸
し
か
な
い
。
そ
ん
な
家
庭
で

永井さん

そ

な

え

て

司
会

県
内
需
給
を
円
滑
に
し

よ
う
と
県
で
は

九
つ
の
生
産
団
地
を
指
定
し
て
い
ま
す
が
、
冬

季
の
需
給
調
整
は
や
は
り
む
ず
か
し
い
。
秋
野

菜
の
収
穫
時
期
を
延
ば
す
と
か
、
春
野
菜
は
雪

ど
け
と
と
も
に
出
荷
す
る
方
法
も
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
冬
野
菜
の
生
産
と
山
荷
の
見
通
し
は
ど

う
な
ん
で
し
ょ
う
。

片
岸

夏
は
お
話
の
よ
う
に
移
出
す
る
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
秋
冬
に
は
減
っ
て
き
ま
す
。

-

J
3
月
は
と
て
も
低
く
、
日

J
ロ
月
は
大
根
、

白
菜
、
ネ
ギ
な
ど
が
出
る

の
で
自
給
の
度
合
い
が
高

い
。
ホ
ウ
レ
ン
草
は
印
月

の
自
給
度
は
%
が
引
で
す
が

1
1
3
月
は
ほ
と
ん
ど
移

入
に
頼

っ
て
い
ま
す
。

消

費
の
傾
向
は
軟
弱
野
菜
に

移
っ
て
い
ま
す
が
、
雪
国

で
は
冬
季
の
生
産
は
む
ず

か
し
い
。
し
か
し
白
菜
、

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
播
種
期
を

変
え
て
冬
季
出
荷
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
か
、
雪

を
割
っ
て
出
す
代
り
に
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
ビ
ニ

ー

ル
ト
ン
ネ
ル
で
栽
培
し
て

一
時
的
な
調
節
を
す
る
と

か
大
根
な
ど
は
雪
が
降

っ

て
も
出
荷
で
き
る
よ
う

に
、
ど
こ
か
に
か
た
め
て

お
く
と
か
の
方
法
を
や
っ

て
い
ま
す
。

川
崎

ホ
ウ

レ
ン
草
な
ど

は
間
引
き
が

必
要
だ
が
、

雪
の
小
で
は

困
難
だ
し
、
越
冬
さ
せ
る
と
腐
る
。
ま
た
、
雪

の
中
を
堀
る
と
土
が
荒
れ
て
春
作
に
彬
響
す
る

の
で
す
。
で
も
新
し
い
技
術
を
取
り
入
れ
て
出

荷
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

司
会

市
場
側
で
は
、
生
産
者
と
の
問
で
契
約

栽
培
、
計
画
出
荷
な
ど
な
さ
っ
て
い
ま
す
か
。

山
田

県
外
生
産
場
や
関
係
先
と
は
連
絡
協
議

し
て
計
画
出
荷
に
協
力
願
っ
て
い
ま
す
が
、
契

JII的 さん

は
貯
蔵
な
さ
っ
て
い
ま
す
が
、
貯
蔵
場
所
の
あ

る
家
庭
が
半
分
し
か
な
い
。
ア
パ
ー
ト
な
ん
か

は
で
き
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
し
:
:
:
。
で
き

そ
う
な
人
で
も
、
大
雪
作
の
対
策
や
生
産
者
関

係
の
苦
労
な
ど
を
思
わ
ず
、
案
外
円
分
の
事
だ

け
し
か
考
え
な
い
面
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
こ
で

こ
の
際
冬
野
菜
の
貯
蔵
法
を
聞
か
せ
て
下
さ

l
v
 

貯
蔵
法
は
こ
ん
な
ふ
う
に

片
岸

そ
う
で
す
ね
。
貯
蔵
に
大
事
な
の
は
祖

度
と
湿
度
で
す
。
葉
菜
類
セ
ッ
シ

0
度
の
温
度

だ
っ
た
ら
、
か
な
り
の
川
聞
は
持
ち
ま
す
。
い

も
類
は

5
1
8
度
の
温
度
の
と
こ
ろ
が
よ
い
の

で
す
か
ら
家
庭
貯
蔵
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ッ

ト
、
あ
る
い
は
床
下
で
も
結
構
持
ち
ま
す
。
冷

蔵
庫
は
湿
度
が
低
い
か
ら
や
は
り
砂
で
埋
め
る

の
が
良
い
と
い
う
訳
で
す
。
な
お
、
傷
が
あ
る

と
腐
り
易
い
で
す
か
ら
無
傷
で
新
鮮
な
も
の
を

選
び
た
い
も
の
で
す
。
場
所
は
陽
の
あ
た
ら
な

- 8一

い
北
側
が
良

く
、
鼠
害
防

止
に
金
網
の

固
い
を
す
る

の
'
も
a
民
い
。

ま
た
、
簡
易

な
塩
漬
な
ら
小
人
数
で
も
や
れ
る
わ
け
で
す
。

漬
物
ま
で
買
う
の
は
良
い
主
婦
と
は
思
い
ま
せ

ん
ね
。

永
井

初
、
初
代
の
人
は
な
か
な
か
知
ら
れ
ん

が
で
す
。
(
笑
い
)
と
こ
ろ
で

0
度
と
い
う
の

は
、
ど
の
程
度
で
す
か
。

片
岸

雪
を
か
ぶ
せ
て
お
く
く
ら
い
で
良
い
で

、し
L

よ〉フ。

永
井

一
番
困
る
の
は
里
芋
で
す
が
。

片
岸

で
き
れ
ば
株
ご
と
、
あ
る
い
は
か
た
め

て
、
床
下
な
ら

l
M
の
深
さ
が
あ
れ
ば

5
1
8

度
位
に
な
り
ま
す
か
ら
:
:
:
。
品
種
に
よ
っ
て

も
多
少
違
い
ま
す
が
、
晩
生
は
強
く
、
畑
か
ら

取
っ
た
す
ぐ
の
ほ
う
が
良
い
。

立
地
条
件
か
、
り
自
給
自
足
は
困
難

司
会

貯
蔵
も
し
な
い
で
、
し
か
も
県
内
自
給

が
で
き
る
。
こ
れ
が
理
想
で
す
が
、
と
て
も
困

難
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
い
ま
過
去
の
消

費
量
を
調
べ

、
県
外
産
地
か
ら
の
計
画
的
な
移

入
対
策
も
立
て
、
同
時
に
冬
場
で
の
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
を
利
用
し
た
磯
耕
栽
地
の
普
及
も
検
討

し
て
い
ま
す
。
何
に
し
て
も
雪
が
降
っ
た
場
合

2
、

3
日
、
長
く
て
も

1
週
間
が
ヤ
マ
で
す
か

ら
、
そ
れ
位
の
も
の
は
各
家
庭
で
持
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
の
ん
び
り
雪
見
で
も
し
よ
う
や
と

い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
(
笑
い
)

消
費
者
ば
か
り
で
な
く
、
生
産
者
、
市
場
側
の

方
が
た
に
も
、
越
冬
野
菜
の
需
給
安
定
の
た
め

に
よ
り
一
層
の
努
力
を
お
願
い
し
て
ゆ
く
つ
も

り
で
す
の
で
、
共
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
貴
重
な
お
時
間
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

);L岸さん

- 9ー
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新
丸
山

f
ダ
ム
左
岸
駅
に
至
る
地
下
ケ
ー
ブ
ル
ト
ン
ネ
ル

(8
2
8
M
)
は
す
で
に
巻
立
て
が
完
了
(
左
岸
駅
入
口
)
↑

-¥ a長

は

と

事

着
工

着
ト立山ル

立山の裏側の急斜面に建設進む二の

沢ターミナル ↓ 

71人乗り のロープウェイの大ゴンド

ラからは烈部湖周辺が一望

(二の沢から写す)

句帳

，..乱

-
ぬいたら……という夢、日本海側

を結びナニい-・…・という願いが、こ

トとして姿をあらわそうとしてい

いま、着着と進捗し、昭和45年夏

には、自動車で富山から桂台、室

堂を経て立山トンネルをぬけ、立

山の裏側へ。その出たところはこ

の沢。二の沢からロープウエーで

新丸山へ向かう。

せ円かくの視界をさえぎらない

よ. ハ全延長 1.7郊のこのロー

プウエーは、途中 l本の支柱も使

わない。 71人乗りの大型ゴンドラ

が、黒四ダムに向ってタンボ高原

，をゆっくり降る。眼下には扇形の

黒部湖が一望。そのままクロヨン

ダムの湖底に吸い込まれるのでは

ないかとさえ錯覚を起こさせるこ

とだろう 。

終点は新丸山。ここからダムの

左岸駅までは、約 800t;~の地下ケ
ーフツレに乗る。平均傾斜度30度と

いうこの地下ケーブルを降りる

と，眼前には世紀のダム，クロヨ

ンが見えてくる。

黒部の秘境を十分満喫しなが

ら，巨大なダムの上を遊歩。 トロ

リーパスに乗り 、大町ルートを経

て長野県へぬけることになる。

立山のドテッ腹をぶち

と太平洋側とカF ツチリ手

こに観光道路 ・立山ルー

る。この世紀の大工事は

叫嶋崎崎e

;， 

セ

ッ
シ

3
度
の
寒
さ
の
中
で
室
堂
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削

作
業
は
急
ピ
ッ
チ



みんなの県政

このページは、

市町村その他の広

報紙の資料として、

ご自由にお使い下

さい。

技
能
を
身
に
つ
け
よ
う
ノ

l
l
高

等

技

能

学

校

生

徒

募

集

|

|

みんなの県政

技
能
労
働
者
の
不
足
は
、
産
業
の

発
展
を
阻
害
す
る
最
大
の
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
技
能
士
と

な
っ
て
産
業
界
で
腕
を
ふ
る
っ
て
く

だ
さ
い
。

-

訓
練
課
程
:
:
:
養
成
科
(
新
規

中
卒
)
1
年
、
研
究
科
(
新
規

2 

高
卒
)
1
年
、
転
職
科
(
転
職

希
望
者
H
溶
接
科
お
よ
び
配
管

科
な
ど
〉

1
年
ま
た
は

6
カ
月

訓
練
職
種
:
:
:
機
械
科
、
熔
接

科
、
板
金
科
、
自
動
車
整
備
科

建
築
科
、
木
工
科
、
洋
裁
科
な

ど
紅
職
種

gnfiM"，* 
l日(金〉 ・交通安全模範の日

・第15回文化財保護強調週

間(~7日〉

・灯台記念日

3日〈日〉 ・文化の日

7日(木〉 ・(立冬〉

9日(土〉 ・第6回富山県農業祭(第

2部〉

15日(金〉 ・交通安全模範の日

・無火災日

17日〈日〉 ・家庭の日

22日(金〉 ・(小雪〉

23日(土〉 ・勤労感謝の日

26日(火〉 ・秋の火災予防運動

(~12月 2 日〉

30日(土〉 ・個人事業税第 2
期納期限

被

爆

者

方

が

た

~ 

の

広
島
や
長
崎
で
の
原
子
爆
弾
に
よ

り
、
被
爆
さ
れ
た
方
が
た
の
生
活
安

定
を
は
か
る
た
め
、

「
原
子
爆
弾
被

爆
者
特
別
措
置
法
」
が

9
月
1
日
か

ら
施
行
さ
れ
、
日
月
か
ら
次
の
よ
う

な
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

5

申
請
書
の
提
出
先

保
健
所
を
経
由
し
て
県
庁
医
務

課
へ
。

遭

難

を

岳
人
の
心
を
魅
惑
す
る
冬
山
の
季

節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

山
で
の
遭
難
、
こ
れ
か
ら
生
ず
る

悲
劇
を
な
く
し
、
尊
い
命
を
守
ろ
う

と
す
る
趣
旨
で
制
定
さ
れ
た
「
登
山

届
出
条
例
」
の
適
用
期
間
が
ロ
月
1

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
条
例

は
、
細
岳
を
中
心
と
す
る
危
険
地
区

特
別
手
当

「
原
爆
医
療
法
」
(
略
称
)
に
よ

っ
て
認
定
さ
れ
て
い
る
原
爆
症
の
状

態
に
あ
る
人
に
月
一
万
円
。

2

健
康
管
理
手
当

造
血
機
能
、
肝
臓
機
能
な
ど
の
障

害
を
伴
な
う
病
気
に
か
か
っ
て
い
る

人
の
う
ち
、

ω凶
才
以
上
の
人

ω身
体
障
害
者

ω母
子
世
帯
な

ど
の
母
に
該
当
す
る
人
に
は
月
三

千
円
。

3

医
療
手
当

「
原
爆
医
療
法
」
に
よ
り
、
医

療
の
給
付
を
受
け
て
い
る
人
に
対

し
、
入
院
、
ま
た
は
通
院
日
数
に

よ
り
、
月
三
千
円
か
ら
五
千
円
。

4

介
護
手
当

原
爆
の
傷
害
作
用
に
よ
り
、
精

神
上
、
身
体
上
の
障
害
の
た
め
介

護
を
要
す
る
人
で
、
そ
の
費
用
を

支
出
し
て
い
る
場
合
は
、
日
数
に

応
じ

1
日
三
百
円
。

入
学
資
格
・
・
・
・
・
・
義
務
教
育
以
上

の
修
了
者
で
男
女
年
令
を
聞
い

ま
せ
ん
。

入
学
手
続
・・
・・・・
新
規
学
卒
者

は
自
分
の
学
校
を
通
じ
て
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。
ま
た
、

転
職
を
希
望
さ
れ
る
方
は
も

よ
り
の
高
等
技
能
学
校
か
公

共
職
業
安
定
所
へ
申
し
込
む

こル」。

募
集
期
間
・
・
・
・
・・日
月
1
日
か

ら
日
月
初
日
ま
で
。

高
等
技
能
学
校
の
所
在
地
:
・

富
山
、
黒
部
、
新
湊
、砺
波
、

福
野
、
立
山
、
八
尾
、入
善
、

氷
見
、
小
矢
部
、
滑
川
。

3 4 5 6 

ご
存
じ
で
す
か

-
お
問
い
合
わ
せ
は
:
:
:
県
庁
職

業
訓
練
課

電
話
富
山
1
1
4
1
1
1
(代
表
)

「
パ
ブ
リ

ッ
ク
ス
ケ
ー
ル

」
設
置

県
と
県
計
量
協
会
で
は
、
消
費
者

保
護
の
た
め
、

m月
1
日
か
ら

6
カ

月
間
、
富
山
市
と
高
岡
市
の
商
庖
街

及
び
デ
パ
ー
ト
に
、
精
度
の
高
い
公

共
用
た
め
し
は
か
り
を
は
台
設
置
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、

一
般
消
費
者

に
、
買
い
も
の
を
自
由
に
計
っ
て
も

ら
い
、
売
り
手
、
買
い
手
の
計
量
指

導
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
「
買
い
も
の
な
ど
の
苦
情
意
見

箱
」
も
併
置
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
、

せ
い
ぜ
い
ご
利
用
下
さ
い
。

(注
)
手
当
は
同
一
家
族
の
う
ち
に

前
年
の
所
得
税
が
一
万
七
千
二

0
0

円
以
上
の
人
が
あ
り
ま
す
と
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
な
お
こ
の
手
当
を
受
け

る
た
め
に
は
被
爆
者
手
帳
が
必
要
で

す。

防

国盟

ーペ、
、ー

つ

へ
入
山
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
加

日
前
ま
で
は
登
山
屈
を
提
出
し
、
こ

れ
に
よ
り
、

「
届
済
書
」
の
交
付
を

受
け
て
か
ら
登
山
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。昨

年
も
こ
の
期
間
中
に
、
死
亡
者

5
名
、
重
軽
傷
者
日
名
と
、

多
く
の

悲
し
い
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
こ
れ
ら
の
事
故
は
必
ず

し
も
不
可
抗
力
と
は
い
い
き
れ
な
い

場
合
が
多
い
の
で
す
。

厳
冬
季
は
連
日
の
よ
う
に
降
雪
が

あ
り
、
一
夜
に
一

M
も
積
る
こ
と
は

め
ず
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が

っ
て
ナ
ダ
レ
は
始
終
あ
り
、
特
に
、

新
雪
時
の
気
温
が
ゆ
る
み
は
じ
め
た

日
中
な
ど
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
衝
撃

で
す
さ
ま
じ
い
ナ
ダ
レ
が
お
こ
り
ま

す
。
確
実
な
計
画
の
も
と
に
安
全
で

楽
し
い
登
山
を
し
た
い
も
の
で
す
。

「
登
山
届
」
の
提
出
先

富
山
県
庁
貿
易
観
光
課

(
電
話
富
山
孔
1
4
1
1
1
)

文
化
財
を
大
事
に
/

日
月
3
日
は
、
「
文
化
の
日
」
。

こ
の
日
を
中
心
と
し
て
、

「
文
化
財

保
護
強
調
週
間
」
が
行
な
わ
れ
ま

す
。
「
文
化
財
」
と
は
、
文
化
的
に

国
、
県
あ
る
い
は
市
町
村
に
お
い

て
、
歴
史
、
学
術
、
芸
術
上
価
値
の

高
い
も
の
を
い
い
ま
す
。
こ
れ
を
保

護
す
る
た
め
、

「
文
化
財
保
護
法
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
「
文
化
財

」
は
、
い
ず
れ
も
わ
が
国
や
郷
土
女

化
の
輝
か
し
い
結
晶
で
あ
り
、
ま
た

自
然
の
尊
い
姿
で
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
不
注
意
や
急
速
な
産
業
開

発
、
人
間
生
活
の
変
化
な
ど
か
ら
、

破
損
ま
た
は
無
く
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
私
達
は
新
し
い
文
化
を
つ
く

る
と
共
に
、
先
覚
者
の
つ
く
っ
た
文

化
財
を
、
正
し
い
保
護
を
加
え
つ
つ

後
世
に
引
き
継
ぐ
責
任
が
あ
り
ま

す
。
み
ん
な
で
文
化
財
の
保
護
に
協

力
し
ま
し
ょ
う
。
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パブリックスケール

戸r

〉

よ
り
美
し
く

よ
り
使
い
や
す
く

第

8
回

合公
山

主
中

デ

ザ

イ

ン

展

応
募
は
日
月

6
日
ま
で

木
県
の
デ
ザ
イ
ン
技
術
は
、
県
内

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
り
、
山
一
札
か
な
知

識
、
感
受
性
、
創
造
力
な
ど
の
総
力

を
結
集
し
て
各
部
門
の
デ
ザ
イ
ン
と

も
、
よ
り
美
し
く
、
よ
り
使
い
や
す

い
新
し
い
機
能
を
も
っ
た
も
の
を
、

次
次
と
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

こ
と
し
も
、
次
に
よ
り
デ
ザ
イ
ン

展
を
開
催
い
た
し
ま
す
か
ら
、
こ
ぞ

っ
て
応
募
下
さ
い
。

と

き

日

月
以凶
日
J
ω
日

と
こ
ろ

富
山
県
民
会
桁

作
品
区
分

室
内
、
商
業
、
工
業
、
工
芸
、
繊

維
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
。

資

格

富
山
県
内
の
在
住
者
(
小
、

中
学
生
を
除
く
)

申

込

日

月
6
日

高
岡
市
中
川
1
の
l

富
山
県
工

業
試
験
場
内
富
山
県
デ
ザ
イ

ン

協
会
ま
た
は
富
山
市
丸
の
内
1
の

4
富
山
市
商
工
奨
励
館
。

問
い
合
わ
せ
先

富
山
市
新
総
山
輪
1
の
7

県
庁

貿

易

刊

光

課

電

話

寓

山

汎

|

4
1
1
1
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

tu 

一 日-

) ぁ樹か キ県境 J 
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みんなの県政

建
築
基
準
法
第
六
条

(大
要
)

建
築
主
は
、
:
:
:
:
:
:
建
築

物
を
建
築
し
よ
う
と
す
る
場
合

に
は
、
工
事
着
手
前
に
、
計
画

が
そ
の
建
築
物
の
敷
地
、
構
造

及
び
建
築
設
備
に
関
す
る
法
律

並
び
に
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
及

び
条
例
の
規
定
に
あ
っ
て
い
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
確
認
の

申
副
書
を
提
山

L
、
建
築
主
事

の
確
認
を
受
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
し
。

建
築
基
準
法
第
七
条

(大
要
)

建
築
主
は
、
・
:
:
:
:
:
工
事

置翠霊蓮司

同化で近代的経営ヘ

みんなの県政

中

人
i上二

業

の

合

理

化

中
小
企
業
は

経
済
発
展
の

賃
金
の
上
昇
の
状
況
は
、
産
業
構
造

の
変
動
と
相
ま

っ
て
、
中
小
企
業
の

経
営
に
つ
い
て
適
切
な
対
策
等
を
見

出
す
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
お
り
、
個

例
の
企
業
の
体
質
改
善
が
要
求
さ
れ

て
い
る
。

県
で
は
一
昨
年
か
ら
中
小
企
業
総

合
指
導
所
を
設
け
、
企
業
の
依
頼
に

応
じ
て
企
業
診
断
を
行
な
う
ほ
か
、

種
々
の
指
導
を
行
な
っ
て
い
る
。
と

こ
ろ
で
、
個
々
の
企
業
の
な
し
得
る

努
力
に
は
お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
り

「
カ
ギ
」

わ
が
国
企
業
の
仰
が
ま
で
は
中
小

企
業
が
占
め
て
お
り
、
わ
が
国
経
済

の
驚
異
的
な
成
長
を
支
え
て
き
た
も

の
は
中
小
企
業
で
あ
る
と
言

っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
、
今
ま
で

の
中
小
企
業
の
多
く
は
資
力
の
弱
さ

等
の
た
め
、
低
廉
な
労
働
力
に
依
存

す
る
経
営
形
態
を
と
っ
て
き
た
。
だ

が
、
最
近
に
お
け
る
労
働
力
不
足
、

111111111111111 

家

を

ま
ず

「
確

認

一
般
に
建
物
を
建
て
る
場
合
、
そ

の
建
築
物
が
敷
地
、
構
話
、
設
備
及

び
用
途
に
関
し
、
法
令
等
の
規
定
に

あ

っ
て
い
る
か
ど
う
か
を

工
事
に
着
手
す
る
前
に
、

「
確
認
申
請
書
」
を
提
出

し
て
、
建
築
主
事
の
審
査

を
受
け
て
下
さ
い
。
こ
れ

は
、
国
民
の
生
命
、
健
康

及
び
財
産
の
保
護
を
図
る

た
め
で
す
。
申
請
書
は
、

建
築
主
が
市
町
村
の
建
築

を
担
当
し
て
い
る
課
へ
提

出
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
工
事
が
完
了
し

た
ら
、

「
工
事
完
了
届
」

を
4
日
以
内
に
建
築
主
事
に
届
け
て

下
さ
い
。
建
築
主
事
は
、
そ
の
建
築

物
が
建
築
基
準
法
に
あ
っ
て
い
る
か

ど
う
か
を
検
査
し
、
あ
っ
て
お
れ
ば

を
完
了
し
た
場
合
に
は
、
そ
の

旨
を
工
事
が
完
了
し
た
日
か
ら

四
日
以
内
に
到
達
す
る
よ
う
に

建
築
主
事
に
文
書
を
も
っ
て
届

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
に
わ
が
国
の
中
小

企
業
の
特
徴
の
一
つ

と
し
て
過
小
、
品一多

性
と
い
う
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

企
業
の
す
べ
て
を

近
代
化

・
合
理
化
し

て
大
き
く
伸
ば
す
こ

と
は
、
事
実
上
極
め

て
困
難
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
特
に
商
業

に
つ
い
て
い
え
る
と

思
う
。
た
と
え
ば
、

富
山
県
の
小
売
商
の

一
居
当
り
平
均
消
費

人
口
は
、
乳
児
ま
で

含
め
て
臼

・
0
人
に

過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
全
国
平
均
の

ω
・
4
人
を
大
き
く
下
回
り
、
北
陸

三
県
の
中
で
本
県
は
最
低
と
な

っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
小
売
商
の
す
べ
て

を
近
代
化
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
実
際

に
可
能
と
い
え
る
か
ど
う
か
:

集
団
化
で
生
産
性
の
向
上

そ
こ
で
、
複
数
の
企
業
が
集

っ
て

団
結
力
に
よ

っ
て
近
代
化
を
図

っ
て

い
く
こ
と
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
の
方
法
と
し
て
は
、

ω工
場
や
卸
問
屋
を
集
団
化
し
、
共

同
で
事
業
環
境
を
改
善
し
て
生
産
性

の
向
上
を
図
る
工
場
団
地
お
よ
び
商

建

て

る

申
請
書
を
」

「
検
査
済
証
」
を
交
付
し
ま
す
。
こ

う
し
て
完
全
な
建
築
物
が
山
来
上
る

わ
け
で
す
。

次
に
、
家
を
建
築
す
る
と
き
刊
に

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

二
、
三
あ
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

用

途

域

地

市
町
村
に
よ
っ
て
は
、
用
途
地
域

を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
は
住
居
地
域
、
商
業
地

域
、
準
工
業
地
域
、
工
業
地
域
等
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は

建
築
制
限
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
工
事

に
か
か
る
前
に
市
町
村
で
十
分
確
か

め
て
下
さ
い
。
な
お
、
住
宅
は
工
業

専
用
地
区
以
外
で
は
ど
の
地
域
で
も

建
て
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
な
る
べ

く
住
居
地
域
内
に
建
て
る
ほ
う
が
、

公
害
等
の
心
配
も
な
く
て
よ
い
と
思

い
ま
す
。

(
法
第
四
十
九
条
)

建

べ

い

率

建
築
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る

割
合
を
建
。へ
い
率
と
い
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
建
築
面
積
を
敷
地
面
積
で
割

っ
た
率
を
い
い
ま
す
。
住
居
地
域
、

準
工
業
地
域
、
工
業
地
域
内
で
は
敷

。〉

業
団
地
化、

ω事
業
協
同
組
合
等
を

中
心
に
し
て
、
事
業
の
共
同
化
を
す

す
め
る
た
め
の
共
同
施
設
の
設
置
、

ω事
業
の
完
全
な
協
業
化
を
図
る
合

併
や
共
同
出
資
会
社
の
設
立
、

ω寄

合
百
貨
庖
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

形
式
な
ど
に
よ
る
小
売
商
庖
舗
の
共

同
化
、

ω街
ぐ
る
み
の
改
善
を
行
な

う
商
庖
街
近
代
化
事
業
、

ω小
売
商

が
流
通
の
合
理
化
を
図
る
た
め
に
行

な
う
小
売
商
連
鎖
化
(
ボ
ラ
ン
タ
リ

l

-
チ
ェ
ー
ン
の
結
成

Y
的
小
規
模

目。

111111111111111 

地
面
積
か
ら
初
平
方
げ
を
引
い
た
ぬ

折
、
尚
業
地
域
及
び
地
域
指
定
の
な

い一川
で
は
敷
地
の
河
川市
以
下
し
か
建

築
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
緩
和
規
定

が
あ
り
ま
す
。

(
法
第
五
十
五
条
)

敷
地
と
道
路
と
の
関
係

敷
地
は

4
M以
上
の
道
路
に

2
M

以
上
接
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
た
が

っ
て

4
M以
上
の
道
路

の
な
い
山
圃
の
ま
ん
中
な
ど
で
は
、

悲
築
物
を
建
て
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、

4
M以
上
の
道
を
築
造
し

て
、
県
か
ら
そ
の
位
置
の
指
定
を
受

け
れ
ば
道
路
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
こ

の
場
合
、
道
路
の
位
置
の
指
定
申
訪

を
行
な

っ
て
下
さ
い
。

(法
一出
四
十
三
条
)

そ
の
他
、
建
築
物
の
高
さ
の
制

限
、
用
途
制
限
(
別
に
許
可
が
必

要
)
、
防
火
、
採
光
に
関
す
る
規
定

等
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
計
画
道
路

や
道
路
拡
張
計
画
が
あ
る
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
も
知
っ
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
市
町

村
の
建
築
担
当
課
、
ま
た
は
県
庁
建

築
住
宅
課
に
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、

手
続
き
を
し
て
か
ら
建
築
工
事
に
か

か
り
ま
し
ょ
う
。

(
建
築
住
宅
課
〉

ー は -

製
造
業
者
を
一
つ
棟
の
工
場
に
入
れ

て
協
業
化
を
進
め
る
工
場
共
同
化
事

業
(
工
場
ア
パ
ー
ト
制
度
)
、
な
ど
が

ふりヲ
Q

。
県
で
は
こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い

て
、
長
期
低
利
の
資
金
を
融
資
す
る

な
ど
積
極
的
な
推
進
を
図

っ
て
い

る
。
そ
の
制
度
の
概
要
や
成
功
例
に

つ
い
て
は
、
次
号
以
下
で
紹
介
し
て

ゆ
く
こ
と
に
す
る
の
で
参
考
資
料
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。(

中
小
企
業
課
)

払;!t~支ま期日を払企こ別延かて ま そが 労ん な い
わ四払せ|段以納期 業のの等には 答 せのあ働 。かま 問
な安日ん迄内入日は法保防「 、 んより基労代 す
け の ま 。にのしを 、律護止下ー下かうま準働金 があ
れ 割で期支期た 、下 に が 法 請 般 請 。なす監者を、る
ば合の限払限日下請よあ」代民代 救 が 督 の 支仕企
なで期 を わ 内 か 請代るりに金事金 済 、署賃払事業
ら遅 間 過 な に ら 企金とまよ支法に の私へ金 つをの
な延にぎけ定起業の 、する払のつ み 達 の 不 てし下
い 利 ったれめ算が支親 。特遅ほい ち 下 申 払 くて詰
こ息い とば、し製 ~ーー、、 が請告にれもを
とをできなこて品 / し - " あに制はまなし
に支口;そりの時 /相|法¥ りも度 、せ か て

l事 れもほ指 l 三4ノjt)つが行報確う な
の務公る考う導 ¥ P!KII---t-'" J い あ な 告 認 な公 つ
5所正こえが員 '" I / てるうをす事正て

11 取とら、に ¥、_----' 勧場こ求る項取い
名引をれ円聞に商談公 つを従告合とめたが引ま
古 委 お ま 満 に置工す正て公わをにがため守委す
屋員すすに入か会る I~ い表な行は で り 、 ら員
市会す 。話 つれ議前引ますいな 、き 、必れ会
東名めーがてて所に委するといそま立要ては
区古し度つもい や 、員 。こき 、のす 入に い
撞 屋 ま 相 く ら る商地会しとは勧改 。検応るこ
木地す談場 つ経工元にかにこ告 善 違査じかの
[IlJ方 。さ 合た営会の相しなれにに反をてをよ
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(
中
小
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業
課
)



みんなの県政

-軍D霊1m・

-

中

新

川

郡

立

山

町

上

宋

一

.
釈
一
氷
庄
次
郎
さ
ん

陶
窯
に
取
り
組
ん
で
四
十
年

のの
始特
ま産
り品
でと
すし
」て

と保
語設
るし
のた
はの
、が築陶門の年利加
こ越かエグ陶間長賀「
の中せにそ工に公藩そ
道瀬越陶の彦 か が主の
四 戸中窯 他 右新元前昔
十焼国をのエ川禄田

ペ?

みんなの県政

交通事故 (その 1) 

きょうも、どこかでくりかえされている交

通事故。

キュッ.ゲ ブレーキの音と共 に車の前に

は，見るも無惨な血だるまの被害者が放り 出

された。ウ ー……とかん高い緊急車。ここに

また大黒柱を失った一家が・一

次のある主婦の嘆きをあなたはどう考えま

すか? 他人事ではありません。

時
の
富
山
県
知
事
故
舘
哲
二
氏
に
よ
り
『
庄
楽

室
…
』
と
命
名
さ
れ
た
。
同
年
高
松
宮
股
下
の

お
目
に
ふ
れ
、
ま
た
お
年
の
本
県
国
体
の
際
、

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
に
黒
百
合
の
菓
子
器
、
茶

器
な
ど
を
お
目
に
か
け
る
な
ど
の
光
栄
に
浴
し

た
。
現
在
は
息
子
さ
ん
も
手
伝
い
、
さ
ら
に
昨

年
か
ら
「
孫
も
加
賀
に
勉
強
に
い
っ
て
お
り
、

も
う
湯
呑
み
や
銚
子
位
は
作
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」
と
、
後
継
者
の
成
長
ぶ
り
を
喜
ぶ
翁
で

あ
る
。

年
を
陶
器
づ
く
り
一
筋
に
生
き
て
き
た
渋
い
黒

み
が
か
っ
た
茶
色
で
知
ら
れ
る
『
庄
楽
窯
』
の

釈
永
庄
次
郎
さ
ん
。
現
在
七
十
一
才
と
は
と
て

も
思
え
な
い
元
気
さ
で
あ
る
。

こ
の
陶
窯
も
、
当
時
の
磁
器
、
唐
津
焼
の
発

達
に
押
さ
れ
、
明
治
の
始
め
に
廃
藩
と
な
っ
た

と
き
瓦
工
業
に
変
り
、
一
時
廃
窯
と
な

っ
て

い

た
。
し
か
し
、
昭
和

4
年
、
釈
永
さ
ん
は
小
さ

い
頃
か
ら
の
瓦
窯
の
技
術
を
生
か
す
と

と

も

に
、
そ
の
方
面
の
趣
味
も
あ
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
、
日
本
古
来
の
茶
道
、
華
道
器
を
作
り
、
人

び
と
に
鑑
賞
さ
れ
、
喜
ん
で
も
ら
お
う
と
思
い

立
ち
陶
窯
の
復
興
に
志
し
た
。
専
門
家
と
県
工

業
試
験
場
の
指
導
と
協
力
を
得
て
、
古
瀬
戸
の

味
と
九
谷
焼
の
技
術
を
も
っ
て
昭
和
日
年
越
中

瀬
戸
焼
復
興
の
念
願
を
達
成
し
た
。

そ
の
後
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
、
昭
和
辺
年
に

込

D

「
そ
う
で
す
ち
ゃ
ネ
、
こ
れ
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
つ
な
が
ら

:

ー

と
い

っ
た
も
ん
な
あ
り
ま
せ
ん
ん
ま
い
か
ネ
」
「
な
ん
ね
し
て
も
喜
ん
で

…

座

右

銘

ね
ど
、
と
に
か
く
仕
事
に
か
か
も
ら
え
る
も
ん
を
作
ら
ん
に
ゃ
な
ら
ん
が

…

り

や

は

や

陶

器

の

こ

と

以

外

な

だ

か

ら

、

ゆ

だ

ん

ち

や
も
う

ん
に
も
考
え
ん
で
す
ち
ゃ
。
さ

h
司

C
川

い

¥

h

A

と
な
り
ま
せ
ん
。
」

と
、
油

…

…
あ
こ
れ
で
隼
…
出
し
す
る

と
き

北

陸

」

ノ

両

断
こ
そ
す
べ
て
の
仕
事
に
大

…

ゃ
、
〈
こ
れ
で
満
足
し
た

V
と

敵

で
あ
る
と
強
調
す
る
釈
永

思
わ
ん
こ
と
と
、
八
こ
の
次
こ
そ

V
と
ゆ

だ

さ

ん

。

越
中
瀬
戸
焼
の
渋
さ
と
奥
深
い
味

ん
を
せ
ん
ち
ゅ
こ
と
が
、

ω年
も
こ
の
仕
事
は
こ
う
し
た
苦
労
の
結
晶
で
あ
ろ
う
。

健
康
の
秘
訣
は
、「
昔
か
ら
休
に
は
十
分
気
を

つ
け
、
早
寝
早
起
き
を
実
行
し
て
き
た
。
最
近

も
朝
は
必
ず

5
時
に
目
を
さ
ま
し
、
澄
み
き
っ

た
空
気
を
吸
い
な
が
ら
仕
事
場
を
一
巡
し
な
け

れ
ば
:
:
:
」
と
い
う
熱
心
ぶ
り
。
酒
は
、
若
い

頃
は
相
当
の
酒
豪
だ
っ
た
そ
う
だ
が
、
最
近
は

た
し
な
む
程
度
と
か
。
ま
た
釈
永
さ
ん
は
情
に

も
ろ
く
、
人
の
世
話
好
き
で
も
有
名
。
若
い
頃

か
ら
村
の
教
育
委
員
や
村
会
議
員
な
ど
を
つ
と

め
、
特
に
終
戦
後
疎
開
者
に
自
宅
を
開
放
し
幻

人
も
世
話
に
及
ん
だ
。
こ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら

人
望
も
厚
く
、
現
在
は
家
廃
裁
判
所
の
調
定
委

員
や
立
山
町
向
光
協
会
副
会
長
を
つ

と
め
て
い

る。

。

さ
さ
や
か
な
が
ら
平
和
な
暮
し
で
し
た

:
苦
労
の
す
え
、
長
い
間
の
夢
で
あ

っ
た
衣
料
品
屈
を
、

や
っ
と
こ
年
前
に
聞
き
ま

し
た
。
小
さ
な
庖
で
す
が
、
私
達
夫
婦
と
女
の

子
供
二
人
の
一
家
は
さ
さ
や
か
な
が
ら
、
そ
れ

こ
そ
平
和
で
楽
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
平
和
な
私
た
ち
に
あ
る
日
突
然
、
悲

し
み
の
ど
ん
底
に
突
落
さ
れ
る
こ
と
が
起
こ
っ

た
の
で
す
。

そ
れ
は

7
月
末
の
暑
い
夕
方
で
し
た
。
私
が

夕
飯
の
し
た
く
を
し
て
い
る
と
、
隣
の
ご
主
人

が
か
け
込
ん
で
き
て
、
夫
、
が
交
通
事
故
で
病
院

へ
か
つ
ぎ
こ
ま
れ
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
れ
た

の
で
す
。

私
は
一
瞬
、
胸
が
し
め
つ
け
ら
れ
る

思
い
を
し
ま
し
た
が
、
身
、
じ
た

く
も
そ
こ
そ
こ
に
二
人
の
子
供

と
と
も
に
病
院
へ
か
け
つ
け
ま

し
た
。
も
ど
か
し
い
思
い
を
し

な
が
ら
案
内
さ
れ
た
手
術
室
の

ベ
ッ
ト
に
は
、
血
に
ま
み
れ
て

ぐ
っ
た
り
と
変
り
は
て
た
夫
の

姿
が
横
た
わ
っ
て
い
る
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

『
お
父
さ
ん
し
っ
か
り
し
て
』

と
叫
ぶ
と
同
時
に
、
い
い
よ
う

の
な
い
悲
し
み
が
一
度
に
、
胸

に
こ
み
あ
げ
て
、
ベ
ッ
ド
の
そ

ば
に
私
は
泣
き
く
ず
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。
け
ん
め
い
な
医

師
の
手
当
て
や
私
達
の
祈
り
の

か
い
も
な
く
、

一
言
も
い
え
ぬ

ま
ま
つ
い
に
夫
は
こ
の
世
か
ら

去

っ
た
の
で
す
。

親
せ
き
や
近
所
の
方
の
お
世

そ
れ
な
の
に

話
で
ど
う
に
か
野
辺
の
送
り
を
す
ま
せ
た
も
の

の
、
そ
れ
か
ら
は
悲
し
く
淋
し
い
毎
日
を
送
っ

て
い
る
次
第
で
す
。

警
察
の
方
の
話
で
は
、
夫
は
自

転

車

で

商

用
の
帰
り
、
交
通
ル

l
ル
を
守
り
、
道
路
の
左

端
を
通
行
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
反
対
方
向
か
ら

の
酔
っ
ぱ
ら
い
ト
ラ
ッ
ク
が
、
セ

ン
タ
ー
ラ
イ

ン
を
越
え
て
夫
を
自
転
車
も
ろ
と
も
は
ね
飛
ば

し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
も
そ
の
運
転
手

は
、
親
せ
き
の
建
前
祝
の
酒
を
の
ん
で
の
帰
り

だ
と
の
こ
と
で
し
た
。

今
ま
で
何
回
と
な
く
酒
の
み
運
転
は
危
険
だ

か
ら
や
め
よ
う
と
叫
ば
れ
、
運
転
す
る
人
も
ま

わ
り
の
人
た
ち
も
、
そ
れ
を
よ
く
心
得
て
い
る

は
ず
な
の
に
ど
う
し
て
守
れ
な
か
っ
た
の
か
、

と
思
う
と
相
手
の
運
転
者
に
心
か
ら
に
く
し
み

が
こ
み
上
げ
て
き
ま
す
。

私
は
思
い
ま
す
。
ど
の
家
庭
で
も
、
飲
み
屋

で
も
、
酒
の
接
待
を
す
る
の
は
、
必
ず
と
い
っ

て
よ
い
ほ
ど
女
性
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
:
:
:

ルコ
全
く
子
供
の
安
全
を
願
う
の
は
親
の
は
ず
、

夫
の
無
事
を
願
う
の
は
妻
の
は
ず
、そ
し
て
、家

庭
の
平
和
を
願
う
の
も
主
婦
の
は
ず
で
す
。
こ

の
よ
う
に
考
え
る
と
、
家
庭
を
不
幸
の
ど
ん
底

に
つ
き
お
と
す
酒
の
み
運
転
に
、
女
性
が
無
関

心
で
あ
っ
て
よ
い
は
ず
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
、

女
性
の
し
あ
わ
せ
を
守
る
た
め
に
も
、
す
べ

て
の
女
性
が
酒
の
み
運
転
を
な
く
す
る
こ
と
に

も
っ
と
力
を
合
わ
せ
て
立
ち
あ
が
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
れ
が
女
性
の
本
当
の

愛
情
と
い
う
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

(
警
察
木
部
)
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総

務

部

消

防

課

「
火
事
と
け
ん
か
は
江
戸
の
花
」
な
ど

と
ノ
ン
キ
な
こ
と
を
い
っ
て
い
た
頃
、
江

戸
で
は
、
武
家
お
抱
え
の
定
火
消
と
町
人

の
巾
で
町
火
消
が
、
い
ざ
火
事
と
な
る
と

盛
ん
に
働
い
た
も
の
で
す
。

現
在
で
は
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
消
防
と

い
う
名
と
な
り
、
そ
の
使
命
は
火
事
だ
け

で
な
く
、
地
震
、
水
害
、
救
急
な
ど
も
消

防
の
任
務
と
な
り
ま
し
た
。

県
庁
玄
関
右
に
あ
る
消
防
課
へ
訪
れ
る

と
、
片
隔
に
消
防
無
線
機
が
デ
ン
と
鎮
座

?
し
、
県
下
市
町
村
か
ら
の
情
報
を
つ
ぶ

さ
に
キ
ャ
ッ
チ
し
て
い
ま
す
。

消
防
課
の
業
務
内
容
の
主
な
る
も
の
を

簡
単
に
紹
介
す
る
と
、
第
一
線
の
市
町
村

消
防
の
活
動
や
防
火
思
想
の
普
及
指
導
を

始
め
、
消
防
施
設
の
強
化
拡
充
、
機
械
掠

日
六
の
性
能
検
査
な
ど
で
す
。
ま
た
、
消
防

職
、
団
員
の
技
能
、
知
識
の
向
上
の
た

め
、
消
防
学
校
で
の
教
育
訓
練
を
図
る
一

方
、
日
名
以
上
収
容
で
き
る
事
業
所
な
ど

に
必
置
の
防
火
管
珂
者
の
訪
問
や
、
危

険
物
取
扱
主
任
者
並
び
に
消
防
設
備
士
の

試
験
の
実
施
な
ど
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
台
風
、
水
害
、
豪
雨
、
大↓古

な
ど
情
報
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、

被
害
を
最
少
限
に
く
い
止
め
る
た
め
の
市

動
に
入
る
態
勢
を
と
と
の
え
て
い
る
。
ま

さ
に

H
夜
を
分
た
な
い
。
三
八
豪
雪
の
と

き
な
ど
一
週
間
も
泊
り
込
ん
で
作
業
を
続

け
た
。

こ
れ
か
ら
は
火
災
な
ど
発
生
し
易
い
時

期
で
す
。

火
の
元
に
は
十
分
気
を
つ
け
て

下
さ

い

。

(

消

防

課

)
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税

務

署

の

巻

の

「
地
震
、
雷
、
火
事
、
税
務
署
」
と
新

説
が
飛
び
だ
し
て
き
た
昨
近
。
納
税
の
相

談
に
お
そ
る
お
そ
る
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
聞

く
と
見
る
と
で
は
大
違
い
。

明
る
い
ム
ー

ド
で
親
切
に
し
か
も
わ
か
り
易
く
税
の
相

談
に
応
じ
て
お
り
ま
し
た
。
居
合
わ
せ
た

若
い
経
営
者
な
ど
は
頭
を
か
き
か
き
「
相

談
に
来
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」
と
大
変
う

れ
し
そ
う
。

「
現
在
の
租
税
制
度
は
、
納
税
者
が
一

人
一
人
自
分
の
所
得
と
税
金
を
計
算
し

て
、
申
告
と
納
税
を
す
る
八
申
告
納
税
制

度

V
を
中
心
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度

が
正
し
く
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、

よ
り
よ
い
税
務
行
政
を
行
な
う
こ
と
が
税

務
署
の
仕
事
で
す
」
と
語
る
署
員
は
、
仕

事
の
あ
ら
ま
し
を
次
の
よ
う
に
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

「
大
別
し
て
課
税
と
徴
収
に
分
か
れ
、

課
税
に
は
二
種
類
あ
っ
て
直
税
(
所
得

税
、

法
人
税
、
資
産
税
等
)
と
、

間
税

(
酒
税
、
物
品
税
、
入
場
税
等
)
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
申
告
の
相
談
や
指
導
、
調
作
、

監
視
取
締
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
徴
収

関
係
で
は
、
納
税
者
か
ら
申
告
さ
れ
た
税

金
や
、
更
正
、
決
定
さ
れ
た
税
金
が
完
全

に
納
付
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
」

毎
年
日
月
に
は
「
納
税
者
の
声
を
聞
く

旬
間
」
そ

し
て
、
毎
月
「
五
」
の
日
を

「
税
の
相
談
口
」
と
定
め
て
、
税
に
対
す

る
質
山
や
意
見
、
要
望
あ
る
い
は
相
談
な

ど
を
し
て
お
り
、
気
軽
に
ご
利
用
を
:
・
。

と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
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みんなの県政 みんなの県政

方 向

最
近
、
国
や
県
あ
る
い
は
市
町
村
の
開
発
計
岡

と
い
う
こ
と
が
、
再
び
大
き
く
話
題
と
な
っ
て

き
た
。4

J
5
年
前
の
新
産
業
都
市
の
指
定
問
題
が

今
な
お
私
ど
も
の
記
憶
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
最
近
の
開
発
計
画
の
意
図
す
る
と
こ
ろ

は
、
新
産
業
都
市
の
開
発
構
怨
と
ま
た
異
な
る

意
味
で
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
、
中
部
間

基
本
開
発
整
備
計
画
、
あ
る
い
は
新
全
国
総
合

開
発
一計
画
(
試
案
)
を
と
り
上
げ
、
同
時
に
こ

の
な
か
で
の
木
県
の
占
め
る
地
位
お
よ
び
そ
の

発
展
の
方
向
に
つ
い
て
考
え
て
見
た
い
。

中
部
圏

新
全
国
総
合
開
発
計
画
か
ら

l

実

四

選

の~ 県勢発展

中
部
圏
の
開
発
構
想

中
部
圏
の
開
発
が
脚
光
を
あ
び
た
最
大
の
理

由
は
、
首
都
圏
や
近
畿
圏
に
は
み
ら
れ
な
い
特

異
性
が
こ
の
中
部
圏
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
名
古
犀
港
周
辺
の
工
業
集
積
と
太

平
洋
貿
易
が
、
日
本
海
側
の
富
山
新
港
を
中
心

に
期
待
さ
れ
る
工
業
開
発
と
対
岸
貿
易
に
結
合

し
て
、
画
期
的
な
開
発
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
点
が
そ
の
基
本
を
な
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
主
要
な
計
画
課
題
は
、
当

然
に
内
陸
輸
送
ル
ー
ト
の
整
備
に
置
か
れ
る
わ

-e.，‘、
‘.. ・e・e-a
・‘‘・
-e

、

〉

9
月

定

例

議

会

か

ら

と

な

っ

た

。

県

政

の

基

本

方

針

は

従

前

と

同

様

、
平
和
、

J

知
事
の
提
案
理
由
の
説
明
の
大
綱
は
次
の
と
山
び
こ
、
計
画
を
三
原
則
と
し
、
こ
の
原
則

・

・

2

1

}

お

り

で

あ

る

。

に

基

づ

き

人

間

尊

重

、
県
土
美
化
、
日
本
海

グ
川
炉
・
一
黄

之

フ

を

ぐ

J

)
右
五
位
i
v
J
d
J
J

ノ
¥
d

吉
明
に
さ
き
だ
っ
て
、
四
た
び
信
任
を
得
、

時
代
の
開
拓
を
三
大
重
点
施
策
と
し
て
進
め

「
慣
れ
て
堕
せ
ず
」
創
意
と
工
夫
を
こ
ら
し
、

る
。
公
約
し
た
具
体
的
施
策
と
し
て
は
、
第

吉
田
県
知
事
四
選
初
の
議
会
が
、
9
月
初
日
公
約
を
果
す
べ
き
で
あ
る
と
、
県
政
担
当
へ
強
四
次
県
勢
総
合
開
発
計
画
の
策
定
、
勤
勉
と

丸

か
ら
9
日
間
の
会
期
で
行
な
わ
れ
、
十
二
億
五
い
決
意
を
示
す
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

創

造

力

開

発

の

た

め

の

教
育
振
興
、
医
学
部

・
千
五
五
二
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
昭
和

ω年
を
目
途
と
す
る
新
全
国
総
合
開
発
の
設
置
、
世
界
で
も
初
め
て
の
構
怨
と
い
わ

M
M
案
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
成
立
。
ま
た
、

計
画
に
よ
っ
て
、
本
県
の
位
置
づ
け
が
き
ま
る
れ
る
県
下
の
河
川
を
棋
に
つ
な
い
で
水
の
調

〆

任
期
満
了
の
教
育
、
公
安
、
監
査
各
委
員
の
後
重
大
な
時
で
あ
り
、
本
県
を
日
本
海
沿
岸
の
雄
整
を
は
か
り
、
無
限
に
近
い
水
を
つ
く
る

J

起
髄
直
川

r
E

・E・
-

任

委
員
を
選
任
県
と
し
て
中
部
圏
に
お
い
て
名
古
屋
に
次
ぐ
拠
グ
川
の
夢
ぺ
ま
た
、
大
谷
技
術
短
大
に
農

a

f

事

ぷ

勺

盟

副
酬
幽
圃
・

し
閉
会
し
た
。

点

と
し
て
発
展
さ
せ
た
い
。
す
な
わ
ち
道
路
、
林
土
木
課
を
新
設
、
そ
の
他
山
村
開
発
、
飼

山

一ブ

V
臨
尚
樹
幽
酬
幽
圃
・

こ
れ
で
一
般
会
鉄
道
な
ど
高
速
交
通
休
系
の
着
工
を
は
じ
め
、

料
基
盤
の
育
成
、
立
山
ル
l
卜
及
び
、
黒
部

九

L麟
誠
一
泊
節

a.，M・
計
予
算
額
合
計
わ
が
国
外
国
貿
易
の
拠
点
と
し
て
の
位
置
づ

・
有
昨
ル
l
ト
の
開
発
、
富
山
新
港
の
整

、

i
民

凶
照
凶

--m凶
・

は
四
八

O
低
二
け
、
富
山
湾
の
海
洋
開
発
な
ど
の
重
要
課
地
と
師
、
野
菜
と
肝
不
実
の
哨
産
、
木
崎
の
永
久
橋

a-R
嶋
d

・・聞
ー圃園--
A6
L

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

1
一
宮
、

~掴
・
凶
・
・

千
二

O
二
万
円
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

化
な
ど
が
そ
の
主
な
る
も
の
で
あ
る
。

富

山

県

二台
口

田

知

事

選

「
慣

れ

富
山
県
知
事
選
挙
は
去
る

9
月
お
日
行
な
わ

れ
、
吉
田
実
前
知
事
(
無
所
属
日
才
)
が
連
続

四
回
当
選
し
た
。

投
票
率
は
、
前
回
を
3
・

5r上
廻

っ
て
日

・
日
.計
と
な

っ
た
。古

旧
知
事
は

ロ
年
間
担
当
し

て
き
た
県
政
の

総
仕
上
げ
は
今

後
も
「
平
和
」

「
山
び
こ
」
及

び
「
計
画
」
の

原
則
を
県
政

の
指
標
と
し

引
き
続
き
「
人

間
尊
重
」

土
美
化
」

て

堕

と

決

意

せ

ず
」

本
海
時
代
の
開
拓
」
の
三
大
政
策
を
貫
き
、
当

回
し
て
い
る
公
害
対
策
、
社
会
福
祉
、
河
川
総

合
開
発
、
立
山
ル
l
ト
、
北
陸
、
東
海
北
陀
両

向
動
車
道
、
北
回
り
新
幹
線
、
新
港
て
場
誘
致

な
ど
盛
り
沢
山
の
課
題
を
か
か
え
、

「
慣
れ
て

堕
せ
ず
」
と
初
心
に
返
り
県
政
を
担
当
す
る
決

意
を
述
べ
た
。

一寸

県
一「

日

。:ァ

平村での立合演説会

北
陸
発
展
の
扉
に

グ
日
本
海
時
代
d

へ
一
歩
を
進
め
る
北
陸
自

動
車
道
の
起
工
式
は
、
9
月
日
日
石
川
県
根
上

町
で
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
新
潟

l

米
原
間

け
で
あ
る
が
、
幸
い
、
南
北
交
通
休
系
お
よ
び

内
部
循
環
交
通
網
の
整
備
は
、
太
平
洋
側
の
東

西
交
通
に
優
先
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
去
る

6

月
末
、
昭
和

ω年
を
目
標
と
す
る
国
の
中
部
圏

基
本
開
発
整
備
計
画
と
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

本
県
に
関
係
が
あ
る
主
要
な
計
画
と
し
て

は
、
次
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

l

東
海
北
限
自
動
車
道
(
愛
知
県
一
の
宮
J

富
山
県
砺
波
)

2

北
回
り
新
幹
線
(
東
京
J
富
山
J
大
阪
)

3

北
陸
自
動
車
道
(
新
潟
J
富
山
J
米
原
)

4

北
陸
関
東
産
業
道
路
(
富
山
J
松
本
J
東

十口。大
都
市
と
の
交
通
の
改
善

こ
の
よ
う
に
、
中
部
圏
の
開
発
構
想
は
、
な

が
い
間
本
県
の
願
望
で
あ
っ
た
大
都
市
圏
と
の

交
通
網
に
つ
い
て
、
抜
本
的
な
改
善
を
図
ろ
う

と
す
る
と
こ
ろ
に
あ

る。
今
後
は
な
お
、
区

域
指
定
を
始
め
、
具

体
的
な
建
設
計
画
の

策
定
等
の
課
題
が
残

さ
れ
て
お
り
、
こ
の

こ
と
は
、
新
全
国
総

合
開
発
計
画
と
の
関

係
も
あ
り
特
に
重
要

視
さ
れ
る
問
題
で
あ

る。(
以
下
次
り
に
つ
づ

く
)
(
開
発
課
)

- 18ー

婦人の声を県政に

婦人県政公聴会が次の H程で開催され
ます。多数ご参加下さい。
11月4日(月)1311，1f:30分から…"富山

111只羽IIIJ只羽会館

11月5n (火)1411寺から……高岡市伏
木福祉会館ホール

式

北陸自動車道

エ起

- 19-

5
1
0
肢
の
う
ち
富
山

l

武
生
間
1
5
3品川

が
第
一
次
着
工
と
な
っ
た
も
の
。

全
線
開
通
は
、
昭
和
日
年
の
見
込
み
。



みんなの県政

中部山岳国立公園

ヘ乗鞍
等
の
連
峰
が
あ
る
。

そ
の
聞
に
は
黒
部
、
高
瀬
、

梓
、
双
六
谷
な
ど
の
峡

谷
、
渓
谷
が
流
れ
、
一
方

弥
陀
ケ
原
、
五
色
ケ
原
、

雲
ノ
平
の
広
々
と
し
た
熔

岩
台
地
が
広
が
り
、
山
頂

部
の
高
山
植
物
、
山
腹
の

原
始
林
が
登
山
す
る
者
の

目
を
慰
め
、
ま
た
、
国
の

指
定
と
な
っ
た
特
別
天
然

記
念
物
の
雷
鳥
、
カ
モ
シ

カ
な
ど
が
棲
息
す
る
。

の

県

政

富
山
、
新
潟
、
長

野
、
岐
車
に
ま
た
が

る
凶
万
9
千
7
6
8

鈴
の
山
岳
地
帯
c
3

千
対
を
越
え
る
高
峯

の
集
る
代
表
的
な
公

園
。
そ
こ
に
は
白
馬
、

後
立
山
、
錦
、
雄
山
、

薬
師
、鳥
帽
子
、
燕
、

常
念
、
槍
、
穂
高
ヘ

室
堂
か
ら
雄
山
直
下
を
ト
ン
ネ
ル

で
貫
ぬ
き
、
二
の
沢
に
至
る
専
用
自

動
車
道
を
作
り
、
二
の
沢
か
ら
黒
四

ダ
ム
ま
で

ロ
l
プ
ウ
ェ
イ
と
ケ
ー
ブ

ル
で
結
ぶ
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

昭
和
釘
年
に
は
富
山
か
ら
立
山
、

黒

四
ダ
ム
、
大
町
へ
と
乗
物
の
ま
ま
中

部
山
岳
の
景
観
を
ほ
し
い
ま
ま
に
で

き
る
こ
と
に
な
る
。

(
昭
和
9
年
ロ
月
国
立
公
園
に
指
定
)

‘明h・闘旬、

明瞭同軸』 噌

け

月

号

z
月
却
日
発
行
(
第
1
号〉

昭
和

発編
行集

残雪のみくりが池から雄山を望む

室堂・黒部ずfムを結ぶ観光ルート計画図

事I呈

官11山

〆

御車山

慶
長
凶
年
(
1
6
0
9年〉

加
賀
藩
主
前
田
利
長
が
、
隠

棲
の
地
と
し
て
、
射
水
邦
関

野
ケ
原
に
高
岡
城
を
築
き
城

下
町
を
造
る
た
め
に
付
近
町

村
民
を
移
住
さ
せ
た
が
城
下

町
を
一
段
と
発
展
さ
せ
ず
た

め
、
御
所
車
を
城
下
の
代
表

各
町
内
に
下
付
し
た
。

こ
の
御
所
車
こ
そ
、
そ
の

じ
ゅ
ら
〈
だ
い

昔
太
閤
秀
吉
が
「
繋
楽
第
」

お
お
ぎ
ま
ち

に
正
親
町
・
後
陽
成
天
皇
を

招
待
し
た
と
き
に
使
用
し
た

の
ち
前
田
家
が
拝
領
し
て
い

た
も
の
で
あ
る
。
町
民
達

は
、
そ
の
趣
旨
に
た
い
し

て
、
神
聖
な
こ
の
材
料
で

7

み
〈
る
ま
や
ま

台
の
「
御
車
山
」
を
造
っ

て
、
高
岡
城
の
守
護
神
「
関

野
神
社
」
の
祭
礼

(
5
月
1

日
)
に
毎
年
奉
曳
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
御
車
山
全
体
の

工
芸
品
は
高
岡

3
0
0
年
の

歴
史
あ
る
名
品
揃
い
で
、
総

体
に
絢
燭
豪
華
な
う
ち
に
も

高
尚
典
雅
な
江
戸
初
期
の
面

影
を
伝
え
て
い
る
の
で
、
昭

和
お
年
に
国
の
重
要
民
俗
資

料
に
、
昭
和
心
年
に
は
富
山

県
指
定
文
化
財
工
芸
品
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

f 

の岡-吉r
『司曳山 手の由来 (1)

富

山

市

新

電
話
富
山
(
三

J
輪

一

番

七

号

思
凶
一
二
郵
便
番
号
九
三

O

富

山

県

総

務

課

印
刷

中
越
印
刷
製
紙
株
式
会
社


